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奴隷じゃないのに…何故？（ヨハネ8：31-36）
　
　皆さんの祈りに支えられて、山形のキャンプを終えて帰ってまいりました。キャンプに出て現場で福音の話をするといろいろな反応がある中で、「私はまだいりません」という人が結構います。つまり、私はあなたが言っているようなそこまではまだ崩れていない、私はあなたが言っているほどそんなにだめでもないということだと思います。中には、「私は大丈夫なので、知り合いの誰々がいて、その人は今大変なのです。そのひとにおはなしをきかせたほうがいいのではないですか」という反応があります。でも、その人は当たり前にそう思うかもしれません。けれども、それが何を意味するのかということを、今日、私たちは、聖書をとおして正しく理解して行かないといけないと思います。それは私たちに対しても、このように問いかける必要がある内容です。
皆さんは、教会に通っています。しかし、必ず問いかけないといけないことは何かというと、なぜ、イエス様を信じなければいけないのか。信じないといけないのか。他の何かを信じてもだめなのかと、まじめに自分自身に問いかけてみてください。もしも、それに迷わずに正解をお話しすることができる人は、現場でお話しすることができるようになると思います。しかし、残念ながら、信じてはいるでしょうけれども、それが自分の中ではっきりしていない場合があります。それで周りから「イエス様でないとダメなの」と言われると、何か説得力のあるお話を持ちかけてきたときには混乱してしまうのです。クリスチャンでも。そういう場合は、それがいいか悪いかという前に、まったくクリスチャンとしてのパワーが生まれません。たぶんメッセージの内容を覚えているとしても知識にとどまり、理論にとどまる可能性もあります。本当にイエス様を信じなければいけないのでしょうか。他に世の中にはいろいろな宗教があるし、いろいろな良いものがたくさんあるに、イエス様でないといけないのでしょうか。それに対する明確な答えを持っていないといけません。
今日の聖書を見ると、イエス様が現場で姦淫の罪を犯している女性を許された後、ユダヤ人たちといろいろな話をする中で、彼らはイエス様を信じたと言っているのですが、イエス様は、それが正しい、しっかりとした信仰ではないとご存知なのでお話をされた場面です。もしわたしのことばがあなたがたのうちにとどまるのであれば、それは本当に信じることでしょう。しかし、わたしが見るとそうではないような気がする。もしみことばがとどまるのであれば、真理を知り、真理があなたがたを自由にします。イエス様を信じたと言っている人々にそのお話をしたら、彼らはそこで一変するわけです。「えっ。自由になる。今何をおっしゃっているのですか。私たちはアブラハムの子孫であり、一度もだれかの奴隷になったことはないのに、なぜ自由という言葉を取り出すのでしょうか。つまり、私たちには自由などいりません。いま自由なのだから。私たちは今まで奴隷になったことはありません。つまり、今までだめになったことが一度もありません。私たちは安全です。私たちは今自由なのです。私たちは今大丈夫なのです。なにをおっしゃっているのですか」。つまり、今までのイエス様のお話などが彼らにはまったく通じませんでした。なぜ信じたのか、信じるという意味が何かわかりません。私たちは自由なのです。だから、自由がいりません。それが何を意味するかというと、この流れの中で44節まで行くと、「あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者であって」と、だからそうなるのだよというところまで行くわけです。メッセージの最後にそのようにまとめるつもりですが、結局、「いや、私は自由です。私に何も問題はありません。私はまだあなたが言っているとおりにイエス様を信じるとか、そこまでだめになっていません。崩れていません。そこまで犯罪者ではありません」と言っていることは、「あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者である」とイコールなのです。教会に通っているクリスチャンの皆さんが、そのような理解、感覚を本当に持っていらっしゃるのでしょうか。
なぜ奴隷になったことがないのに自由と言っているのでしょうか。その発想、考え方が、実は一番危ないのです。人生において最も危険な考えが何かというと、自分は安全だ、自分は大丈夫なのだという考えです。一番危ない、一番危険な考えです。多くの人が安全、自由、大丈夫ということに対して、物理的にそういう条件が満たされると、そうだと思います。政治的に共産主義でもないし、独裁主義でもないし、民主主義なのだから安全だと思う場合があります。確かに民主主義には、いろいろなメリットがありますが、その民主主義を植え付けるために多くの人が犠牲になる、それが今の世界の歴史なのです。

それから、社会的ないろいろな制度があって、それによって私たちは守られているから安全だと思う可能性があります。物理的な安全です。それから、その安全を守るための、自由を守るためのいろいろなシステムが整備されています。お巡りさんがいて、警察が町をパトロールして守ってくれます。そして、何かあれば法律によってさばかれて、私たちの安全を守るための法律がしっかり整備されているのではないでしょうか。だから、安全だと思うかもしれません。そういうことがきちんと整備されていないところは安全ではない、そこはだめだ、だから、そこはキリスト教が必要かもしれないというような発想なのです。そして、自分の今の条件、立場を考えるときに、きちんとした仕事もある。給料も守っている。家族もいるし、社会的に迷惑をかけるような立場でもない。だから、大丈夫ではないのか。だから、別にいいのではないか。だから、安全ではないのかというような発想があるのです。改めて申し上げますが、非常に危険な考え、発想なのです。
それから、安全、自由のことを考えるときに、また肉体的な面において満たされていれば安全、自由、あるいは幸せまで考えます。別に私は病気ではないから、宗教など持つ必要がありません。健康なのだから、安全、大丈夫だと。そして、その健康を維持するために、私は規律正しく運動もしっかりやっているから安全だと。そして、最近、医学的な医術がものすごく発展して、これからもずっと進歩が期待できるものなので、だから、何かあったとしてもそれによって守られるようになると思うので安全だと思う人がほとんどではないでしょうか。だから、肉体的に病気などもないし、そんなに危ない目に合っていないので安全なのだという発想。本当に安全なのでしょうか。

最近、どこの国が一番幸せだと感じているのかということで幸福指数を調べたりします。その基準の中で一番大きいのが、今自分の状況、生活にどれほど満足しているのか。だから、先進国は、ものすごく低いです。ほとんどの人が満足していません。なぜかというと、いろいろな理由の中で一つは、情報が公開されているので、いろいろなことがわかるから満足できません。幸福指数でトップを走っている国、民族などを見ると、ほとんどが情報が遮断されていて、今のこれが全部だと思って、それで満足させられているような感じで「満足します」と言っています。自分で満足するから、本当に幸せで大丈夫なのでしょうか。大体、そういう感じです。
それから、もう一つ申し上げますと、安全、自由、そして、もう一歩進みまして幸せ、幸福に対して、法的に安全、別のことばで言うと、道徳的な面において安全なので大丈夫ではないのかという発想があります。法律や決まり、ルールなどを守っている。それを破らずにきちんと守っているから大丈夫、安心だという発想があるのです。特に先進国、特日本人の方に多いわけです。道徳的な面においても、責任、義務などがあれば、それをしっかり履行して果たしているのだから大丈夫なのではないか。安全ではないのか。それでいいのではないという発想なのです。本当にそうなのでしょうか。そこまでではありません。一歩進んでいきますと、自分が義務を果たすだけではなくて、この社会に地会に対して、辛い、苦しい人々に社会奉仕の面において奉仕をする、そこまでやればいいのではないか。それで大丈夫なのではないか。私に任せられているもの、それを一生懸命、まじめに頑張っているのだから大丈夫なのではないか。それが法的な安全、道徳的な意味での安全なのです。その条件を満たしているから安全ではないのか。人に迷惑などをかけずに、自分のやることをしっかりやっているのだから大丈夫ではないのか。学校の教育も社会のすべての雰囲気も、皆そのようなことを目指して頑張るように作られているわけです。もちろん、そういうことはやらないといけません。しかし、そういう条件を満たせば安全で大丈夫なのでしょうか。本当に。今日の聖書に出てくるイスラエルの人々は、アブラハムのしそんであって、だれかの奴隷になったことがないから、私たちは安全なのです。大丈夫なのです。自由などいりません。あなたの言うことは、全くかみ合わない。あなたの言う言葉は私たちの心にとどまる理由はありませんと反応を示しているわけです。大丈夫だから拒否するのです。自分で大丈夫だと思っているから、神のみことばがすんなりと耳に入ってこないのです。非常に危ない危険な発想です。そこでイエス様がおっしゃいました。罪を行っているものは、罪の奴隷です。それから、最終的には、あなたがたは、自分で奴隷になったことがない、自由と主張しているあなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出たものなのだとおっしゃっているのです。非常に恐ろしい発想ではないでしょうか。

だから、皆さんの心に真剣に考えて整理してみてください。世の中では、そういう発想、考え方はありません。でも、聖書は、神様がおっしゃっている言葉の中では、最も危険な発想は、大丈夫なのだ、安全なのだということなのです。なぜかというと、人生というものは、肉体的に、物理的に、法的に、道徳的にすべて条件を満たしたとしても、決して安全ではないからです。決して大丈夫ではありません。人間というものは、そういうことによって安全が評価され、保証される存在ではなくて、人間は神様によって造られた、神のかたちに造られた霊的な存在なのです。だから、神様と一緒にいるというのが人間であり、当たり前なことであり、そこにすべての安全と幸せが保証されているものなのに、人が罪を犯すことによって、その創造の唯一の神様を離れてしまいました。ですから、物理的にどんなに守られて、肉体的にどれほど健康で、法的に道徳的にどれほど真面目に責任を果たしているにしても、神様を離れている以上は、安全ではありません。大丈夫なはずがありません。神様を離れたということは、どういうことなのでしょうか。エペソ2：1には、「自分の罪過と罪との中に死んでいた者であって」、もう人間の一番大切な部分である魂が死んだ状態なのです。根本的に根っこのほうからもう腐っているような状態なのです。条件がどのように満たされるか以前に、神様を離れている以上、魂は死んだままの状態、真理や神様に対して、いのちに関しては麻痺して真っ暗で何も知らない状態なのです。エペソ2：3に書いてあるように、肉体的に物理的に法的にどんなに満たされていたとしても、あなたがたは「生まれながら御怒りを受けるべき子ら」として生まれるとあります。もう生まれながらだめになるしかない、生まれた途端にダメな存在なのです。人間というものは。神を離れている以上。ですから、これをやっているから、これを守っているから、これが満たされているから安全で大丈夫だ。私は満足しています。幸せですということは危ないのです。そうではありません。だまされないように。今まで私たちもずっとそういう考え方の中で生きてきて、それが心の中に刻まれています。そこを神様のみことばをとおして、全部取り換えないといけません。世界で一番危険な発想が、大丈夫です。なぜかというと、神から離れている以上、大丈夫な人間はひとりもいません。ローマ3：10には、先進国であれ開発途上国であれ関係なく、刑務所の中の人間、警察の人間、政治家、犯罪者関係なく、すべての人は罪を犯して「義人はいない。ひとりもいない」。安全ではありません。それなのに肉体的に大丈夫だから大丈夫と勘違いするわけです。それはただ自分の勘違いではありません。それを罪というのです。悪いことをするというのが罪ではありません。

そして、神様を離れた途端に、残念ながら認めたくないでしょうけれども、目に見えないサタンとも呼ばれる悪魔に捕らわれて支配されることになりました。自力では出られません。だから、悪魔に支配されている以上、安心とは言えません。先ほども申し上げましたように、もう基本があなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出たものです。ものすごく優しい旦那さんでもそうです。だから、安全ではありません。薬物中毒の人だけが危険で、それを取り締まる方は安全、ではありません。基本的なつながりが悪魔の方になっていて、同じヨハネ8：44には、だから、あなたがたは悪魔の願い、悪魔の欲望を一緒に成し遂げているのだと言っています。やることが、自分の意志でやるかのように思うでしょうが、勝手にやるから自由だと思うでしょうが、それが全部、悪魔の欲望を成し遂げることになってしまうのです。人間が神様を離れてサタンに支配されている以上、自分の意志で悪魔の欲望を成し遂げるところから逃げて、それを止めるという自由がありません。皆その奴隷です。悪魔の欲望は何でしょうか。神様はいらない。神様は存在しません。神様は信じなくてもいい。自分が神だ。自分で頑張ればいい。これが悪魔の欲望です。それをそのままにして滅びて地獄に行きなさい。これが悪魔の欲望です。そのために偽物の神、偶像などを作ったり、様々な宗教などを作ったりして、本物の神がぼやかされて本物の神様に行けないように邪魔するのです。様々なイデオロギーを作って、ヒューマニズムなどを作り上げて、進化論を作り、目的は、まことの神様を見上げることができないようにします。それにすべての人間は、アダム以来、これから主が再臨なさるときまで、全人類は自由ではありません。皆その世の流れ、悪魔に従って歩いています。皆さん、海賊船のお話を聞いたことがあるでしょう。海賊の仕事をするための船です。そこに乗っている限りは安全ではありません。そこで一生懸命、頑張るから、海賊の仕事に役立つのです。海賊という仕事から自由になりません。そこにいる限りは、サタンに支配されている限りは、だれひとりとして自由はありません。自分の意志で何かを自由にできるから自由ではありません。根本的に、世の流れ、その空中の権威を持つサタンが作り上げた世の流れに従って流れているのです。正確に申し上げると、ただ強制的に流れているわけではなくて、進んで喜んで従うのです。それが人間が持っている意志というものなのです。神から離れている人間が持っている意志は、神に敵対して、サタンとは言わないでしょうけれども、サタンが作り上げた神に敵対する流れに従って、結局はサタンを崇拝する意志しか人間にはありません。そこから自由だと思うのですか。ひとりも自由はありません。人間というものは、生まれながらそうなのです。これを知らないから、健康だから、迷惑かけずにきちんと自分のやるべきことを責任もって、しっかりとまじめにやっているから大丈夫なのだという発想、ものすごく危ない発想をして、神のことばに耳を傾けないのです。そして、イエス様がおっしゃっているように、神様を離れている以上、サタンに支配されている以上、その人は、罪の中にいるしかないので、そこから自由になれません。すべての人は罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができず、罪から来る報酬は死であるし、ヘブル9：27に書いてあるように、「人間には、一度死ぬことと死後にさばきを受けることが定まっている」、その罪へのさばきから自由になる人間はひとりもいません。自由だと勝手に言わないようにしてください。私は自由だということが、結局は罪なのです。自由に対して勘違いしているので、逆にこのような条件が満たされていないと、自由を求めてもがいて暴れるのです。それで戦争を起こしたり、テロを起こしたりするのです。気持ちは十分わかるのですが、そこに自由はありません。死んでさばかれる前に、ローマ8：2に書いてあるように、生きている間に、死と罪の原理、滅びるしかない運命の力に捕らわれて、一人もそこから自由になれません。安全ではありません。大丈夫な人間は、宇宙に存在しません。神様を離れている以上、サタンに支配されている以上、罪を抱えている以上、人間に安全というものはありません。この話を聞いて「本当にそうなのだね」と思う心を、心が貧しい人はと、おっしゃるのです。それを一番謙虚な人と聖書は表現します。
イエス様がこのようにおっしゃいました。御子が、つまり、イエス様ご自身が、自由にする人は自由になる。まことの人生の安全、人生の幸せ、人生の自由というものは、イエス様だけが与えられるものなのです。イエス様だけにあるものです。だから、神様が今申し上げました人間の事情をご存知なので、皆が勘違いの中で一番危ない発想に捕われて大丈夫と言っているから、そうではないということをおっしゃいました。本当の自由のためにキリストを約束されたのです。創世記3：15を見ると、本当の自由、安全というものが、蛇の頭を踏み砕いて、かかとに噛みつかれて罪をきよめるというところにあるとご存知の神様が約束されました。それが神様のみことばです。神様のみことばは難しいことではありません。キリストを送るから、キリストの他には自由はないのです。キリストだけが希望です。それが神のみことばです。あなたがたが考えているような、また求めているようなところには、自由、幸せ、安全というものはない。これが神のみことばです。でも、私は奴隷になったことがないのに…というのは、聞かないということでしょう。キリストを約束されました。そのキリストは、神から離れているわたしがまた神様と一緒になるようにするまことの預言者です。サタンの支配の中にいる私たちを、サタンを打ち破ってそこから引き上げて、神の子どもにするまことの王様という意味があります。罪の中にいる、運命に捕らわれてさばかれるしかない私たちの罪を完璧にきよめるまことの祭司という意味があります。それがキリストという言葉の意味です。キリストを約束して、このキリストの中にのみ自由、安全というものがあるのです。そして、その約束が成就されました。キリストがこの世に来られました。イエス様がそのキリストです。私たちにまことの安全、自由、幸せを与えるために、キリストであるイエス様が自ら十字架にかけられて死なれ、そして、３日目に死の力を打ち破ってよみがえられて復活なさいました。だから、イエス様は、この捕らわれて滅びていく人生に向かってこのようにおっしゃるわけです。すべて疲れて重荷を負っているものは、わたしのところに来なさい。わたしがあなたがたを休ませてあげます。ここにのみまことの安らぎ、自由があるのですと。今まで余計なことをしていたのだねと。
ヨハネ5：24には、「まことに、まことに、あなたがたに告げます。わたしのことばを聞いて、わたしを遣わした方を信じる者は、永遠のいのちを持ち、さばきに会うことがなく、死からいのちに移っているのです」とあります。ここにのみ自由があるのです。死と罪の原理から解放される祝福がわたしにあるのです。だから、イエス様は、すべてを完了しておっしゃるのです。受け入れた人々、イエスを信じた者には、神の子どもになる特権が与えられる。悪魔の子と呼ばれるしかないものが、神の子と呼ばれるものに作り変えられる、その自由がここにあります。だれでもイエス・キリストを信じる者は、もう二度と罪に定められることはありません。死と罪の原理から永遠に解放されます。そこにのみ自由があります。自由は、まことの神様と一緒になって、今まで捕らわれていたどうにもならない、自分の意志そのものが、自然に悪魔の欲望を成し遂げるところに行くしかない、奴隷だったところから解放されて、罪から解放される。それが自由です。それがない限りは、どんな条件がどう満たされていても自由でも安全でもなんでもありません。だれでもキリストであるイエス様を信じる人は、神様と出会います。聖霊が宿る神の神殿であることがわかっていないのか。安全なのです。もう二度と滅びることなどありません。悪魔が私たちを奪い取って滅ぼすことはできません。

マタイ28：20に書いてあるように、世の終わりまでともにおられる神様が、いつまでも守り導かれます。ここにのみまことの安全があります。
ピリピ3：20には、いつ死んでも天国に迎え入れられるように保証されています。これがまことの自由です。自由は、イエス・キリストの中にのみあります。何も要求せず、何の条件も問わずに、ただキリストであるイエス様を信じて受け入れるときに、神様がともにおられ、今までどうにもならなった滅びの運命から解放され、サタンの支配から永遠に解き放たれる。逆にそのサタンを縛り付けることができる権限を持つようになるのです。これが自由です。本当の自由は、神様の御心のために生きる意志を持つことが自由なのです。

そういう意味で、私たちはこのように整理できると思います。本当に人々が奴隷である証拠が何でしょうか。いま安全ではないという証拠は、イエス様がおっしゃったとおりに、罪を行っているものは罪の奴隷です。ここで罪というのは何でしょうか。先ほども申し上げましたように、キリストの他には救いがありません、イエスがそのキリストですというお話を聞きいれないこと、それが心にとどまらないこと、それを罪、罪を行いというのです。イエスがキリストだと信じない不信仰が罪なのです。なぜ信じないのでしょうか。一番最初から申し上げましたように、信じる理由がありません。大丈夫なのだから。つまり、その人が奴隷であり、ものすごく危険な人生であるという証しが何かというと、「私は大丈夫です」が罪なのです。「私は安全です」が悪魔の奴隷である証しです。そう理解できますか。そうでないものが、私たちには刻印されています。それを取り換えないといけません。何が罪でしょうか。ものを盗むこと、もちろんそれも罪です。でも、今聖書が言っている罪は、自分は大丈夫だ、イエス様を信じる理由がよくわからない、信じる理由はない、安全です、私は善良な人間だ、私は真面目な人間だ、私は大丈夫だ、私は一生懸命頑張るから。これが悪魔の奴隷の裏返しです。私は罪人です。私は滅びるしかないものです。私にはまったく希望がありません。神様の憐みの他にはありません。イエス・キリストを信じること以外には、私は道がありません。希望がありませんという人が、世の中ではバカにされるでしょう。その人には罪はありません。反対は、罪を行っているとイエス様自らおっしゃっています。だから、最初に申し上げましたように、クリスチャンの皆さんも、私はイエス様をなぜ信じるべきなのか。イエス様だけを信じるべきなのか。イエス様を信じなくてはいけないのか。他にあるいろいろな宗教ではだめなのかと、これらの問いかけをして、皆さんがどれほど悪もの奴隷の習性が残っているのか、あるいは信仰に立っているのかということを確かめないといけません。ただの道徳的な話ではありません。
結論です。ですから、キリスト、イエスの他に、何かで安心しようとする思いを捨ててください。ただイエス・キリストの中にあって、他の条件が満たされていなくても安心してください。自分は罪の奴隷であることを素直に認めて、キリストでないと絶対にいけない、キリストの絶対性を告白するようにしましょう。それから、皆さんの心の中で、なぜ私はイエス様を信じるのかの理由を明確にして動かないように、いつでもどこでもお証しできるように整理しましょう。

そして、最後に、皆さんが神様の恵みによってイエス・キリストを信じて、イエス様の中にいるクリスチャンであれば、皆さんは肉体的に、物理的に、道徳的に、法的に条件が満たされていなくても構わずに自由であることを確信してください。そして、その自由であることを宣言しないといけません。その満たされていない、条件が整っていない様々な部分において、それにもかかわらず本当にイエスのゆえに大丈夫なのだと宣言しないといけません。罪から自由。のろいから自由。神のさばきから安全です。死から解放されているものです。これから死を恐れないようにしてください。皆さんの辛い過去から自由です。今現在、現実の様々な辛いところからも自由なのです。未来からも自由で安全です。これを宣言しないといけません。

最後にパウロが言いました。刑務所の中にいながら、パウロは言いました。私は刑務所の中でも外でも、そして、お腹が満腹のときでも、お腹がすいているときでも、迫害されても認められてもどちらでも関係ない。私は、わたしを強くしてくださる方にあって満足する秘訣を心得ていると。ただ感情的に満足するから満足という意味ではありません。ここにまことの自由があるのです。本当は、なにも私たちの敵になれるものはありません。イエスの中にあるまことの自由を存分に味わい、なにものにも捕らわれない、引っかからない勝利者になることを祈りたいと思います。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。今日も世の中で当たり前だと思っていたことが、実はまったくそうでないし、真逆であるということをみことばをとおして教えられました。改めて、イエス・キリストを基準にして、すべてを再整理することによって、キリスト、イエスの中にある自由、何かの条件によって左右されない自由を存分に味わい宣言するクリスチャンになるように。そして、暗やみの力が、誘い込む力が打ち砕かれることを、ひとりひとりが体験できるようにしてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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